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確認事項に睡眠不足の
[ 有無 ] を追加
今回の通信では､自動車運送事業法などに基づく
省令を改正し､今年 6 月から施行されたバス､ト
ラック､タクシーの乗務員の睡眠不足による乗務
禁止に関する記事をピックアップしました。

国土交通省は乗務員の睡眠不足に起因する事故を防止する為に､

従来の乗務前や途中の点呼項目に睡眠不足のチェックを追加し､

他の項目と同様に該当した場合には乗務を禁止する改正を行い

ました。

※乗務が禁止になる睡眠不足の判断基準は乗務者よって必要な

睡眠時間に個人差がある為､睡眠時間が何時間以下の場合は乗

車させてはならない等の一律基準はありません。その為､点呼の

際に乗務者からの申告の他､普段と違う様子はないかを総合的に

判断して決定します。

国土交通省は今回の改正を事故防止だけではなく､｢働き方改革

を進める観点から睡眠時間確保について事業者の意識を高める

ため｣と発表していましたが､睡眠時間に関する問題を解決する

方法であれば､今回の乗務禁止ではなく勤務間インターバル制度

の義務化などが必要だと感じました。

●勤務間インターバル制度とは… 勤務の終了時間と翌

日の開始時間を､一定時間あける事により休息時間を確

保する仕組みで長時間労働の是正に効果があります。

① 乗務をさせてはならない事由に｢睡眠不足｣を追加

② 乗務前や途中の点呼で､報告を求め確認を行う下記の

　 事項に｢睡眠不足の有無」を追加

　・日常点検とその結果  ・酒気帯びの有無

　・疾病､疲労等の有無    ・睡眠不足を有無 を今回追加

③ 乗務員が遵守する事項として､睡眠不足により安全な

　 運転が出来ないおそれがあるときは､その旨を事業者

 　に申し出る事を追加

④ 点呼時の記録事項として｢睡眠不足の状況｣を追加

⑤ 事業者が乗務者に対して行う指導及び監督の内容

　 として､睡眠不足が交通事故を引き起こすおそれが

　 あることを理解させること及び理解させる一助と

　 して具体的な説明の追加

【改正のポイント】労働新聞紙面より
5 月 28 日付


